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色の連想用語と色彩との照合（1）　一一赤
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　目的　「色彩”青”についての研究」をしだところ、色の連想は普遍的性格が強い反面、

時代、個人によって違いがあること、文献上での色の取り扱い｡方は色相名だけで、明度、

彩度に関する詳細のないものが多いことなどが、その折認識された。そこで、今回は文献

から色の連想用語を取D出し、12色相及び無彩色について連想用語を分類し、ざら拡三属

性との関連をみる目的のために実際の色との照合を試みた。本年は赤、黄、緑、紫の４色

相についIて調査を行なった。

　方法　文献37冊の中から色の連想用語を抽出し、カードに書き出し九のもK J法により

分類をした。その中から調査用語を選定し次の条件で調査をした。①調査期日:1981年４

月。②被調査者：本大学１年生。　１色相1 クラス。･⑧調査法I:集合調査法による多項選択

法、自由記入法の併用。④調査用語の数：赤120語、黄109語、緑108語、紫109語　⑤

提示色：　１色相9 tone 。 ⑥紙質：半艶アート紙。⑦提示時間：２分30秒。

　結果　個人によって連想用語数に大き遣違いがみられ、各色相の平均は赤９ 。１語、黄14

.3語、緑13. 1語、紫14.5語である。自由記入の語は約2～8割の学生があげて*.- 1)、1人卜

２語が多く、記入された語は調査用語と類一似した語が多かった。各色相とも調査用語すべ

てに反応がみられたが、語によって反応値に開きがあった。そこで、被調査者の30 価を基

準値としそれ以上の語について考察を行った。①語の数の多さは必ずしもvivid toneでは

ない。@語によって数tone にわたり反応がみられた。⑧同色相の中で意味の反対の語左ど

がみられi, が、これらは明度、彩度との関連によわ反応･した。

B 128　膜様の形態と配色調駝］
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　目的　日帛生酒におNて呼らii る模様はや浦多様之あり, これら介模穐はその形態尭ヽよ

び配

互丿司俵を検討iた．今回･匈歯玩横橡乞全としたz色』配色にフヽヽて, 1つの高式特群i.つ（る

ことY.し几因子分杵により模板の/1メーンと求め、各因子に㈲する要因分有色行った．

a に4メージの賊映吐剤断によるワ勺し一プl巳り？い、た態あヽよび紅色がイメージI" およぼ

ず効果にフい乙検討しrz.

　力渚、自かおり由象形残何形のゆヵヽら均等に連統しrこ模様20種乞送定し, 画用紙乞

用いて20 × 25 cntの大きさに白黒也堀丿友．配色うミエしーション恢置乞用いて白黒

図形乞テレヒゴモニダーに提示卜回形容詞対による5段階評価汰ど節定を行バz.形容

詞対乞変数七しｰz:因子分桃乞行卜因子負荷量を求町試料の因子待矣より各因子の八表

七o;る模m 7種禁を送択しにこれらに13 配色乞施レ再び形容詞対､こよる評定乞行ヽi_

因子分柑レ数量化Ｉ類、ワラス7-分析により要因分擲乞行った．

　砧果自Y.黒､による族様のイメージは評価．力量．暗好性．あっ:5 M感丿舌初の因^z'

あらわ､される. 配色を施した模様のイメージ･･d^評価, 活動、濠たさ、壷:j , 寅足性の因Ｊ

-だ'あらわされるい喚猿の形態あヽよび膚乙色の、ヽす宋が各因子に影響£与尤るわヽにフヽヽ-ご検討

け誘汲果．今回の爽験紀iiJにおいｰてば左｢こ配色が関源L. 図乙七との色相幕色相．トー

ン息JらヽよCX'トーンぶ影響する. 7ラスフー分析・碩見いよヽ丿司猿に紅色状態が同類a) い)

が7'ループイ巴ごれている.


